
2022年3月期

期末決算説明

2022年5月23日

2021年4月～2022年3月
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売上高 63,644 63,118 △ 0.8％

売上原価 46,625 46,802 0.4％

販売費及び
一般管理費 14,469 14,496 0.2％

営業利益 2,550 1,818 △ 28.7％

経常利益 3,023 2,336 △ 22.7％

親会社株主に
帰属する

当期純利益
1,552 1,018 △ 34.4％
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2022年3月期決算概況

売上高は前期比横ばいで推移しましたが、原材料価格や人件費の上昇による原価率の悪化や
販売費及び一般管理費の増加により、営業利益および経常利益は減益となりました。

（単位：百万円）
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セグメント別業績 （連結）

（単位：百万円 ※％表示は各項目ごとの構成比率です）

2022年3月期 32,791 52.0% 21,247 33.7% 7,488 11.9% 1,527 2.4% 63 0.1%

2021年3月期 32,996 51.8% 21,280 33.4% 7,566 11.9% 1,705 2.7% 96 0.2%

増減 △ 204 0.1p △ 33 0.3p △ 77 0.0p △ 178 △ 0.3p △ 32 △ 0.1p

2022年3月期 27,764 55.3% 15,396 30.7% 5,549 11.0% 1,382 2.7% 128 0.3%

2021年3月期 28,174 56.0% 14,844 29.5% 5,750 11.4% 1,405 2.8% 152 0.3%

増減 △ 410 △ 0.7p 551 1.2p △ 200 △ 0.4p △ 23 △0.1ｐ △ 23 0.0p

2022年3月期 5,618 39.7% 6,280 44.3% 2,174 15.3% 72 0.5% 25 0.2%

2021年3月期 5,562 39.3% 6,315 44.6% 2,185 15.4% 71 0.5% 23 0.2%

増減 56 0.4p △ 34 △ 0.3p △ 11 △ 0.1p 1 0.0p 2 0.0p

2022年3月期 889 42.2% 643 30.6% 544 25.8% 71 3.4% △ 41 -2.0%

2021年3月期 665 23.5% 1,402 49.6% 568 20.1% 228 8.1% △ 36 -1.3%

増減 224 18.7p △ 758 △19.0p △ 23 5.7p △ 156 △ 4.7p △ 5 △ 0.7p
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売上高 32,791 百万円 前年同四半期比 0.6%減

営業利益 889 百万円 前年同四半期比 33.7%増
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セグメント別のご説明

ビジネスプロセスソリューション事業

↑ 受託業務 市区町村における助成金対応等の受注増

↑ 各種試験運営
販売促進キャンペーン

緊急事態宣言の解除により再開

↑ 紙器包材等パッケージ 消費マインドの回復により伸長

― 図書館ソリューション業務
公共図書館からのカウンター業務等アウトソーシングと資料
電子化業務を中心に堅調に推移、製本業は減少

△ 企業向け手帳・帳票類 DX化に伴う動きによりペーパーレス化の加速・競争激化

（単位：百万円）

株式会社広田紙工
の

業績が寄与
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売上高 21,247 百万円 前年同四半期比 0.2%減

営業利益 643 百万円 前年同四半期比 54.1%減
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コンシューマーコミュニケーション事業

セグメント別のご説明

（単位：百万円）

△ 飛沫飛散低減対策用品・リモートワーク関連用品 需要が一巡

↑ ファイルやノート等ステーショナリー 堅調に推移

△ オリンピック関連商品 売上計画を下回り在庫処分

↑ めぐりingビジネス※ 緊急事態宣言解除に伴い徐々に成果

△ 原材料価格の上昇・半導体不足・為替レートの円安 営業利益の減少

株式会社サンレモン
の

業績が寄与

※御朱印帳や御城印帳などの企画販売だけでない新たなツーリズム支援施策の総称 5



売上高 7,488 百万円 前年同四半期比 1.0%減

営業利益 544 百万円 前年同四半期比 4.2%減
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オフィスアプライアンス事業

セグメント別のご説明

（単位：百万円）

△ オフィスシュレッダ コロナ禍における企業の設備投資抑制やDX化

↑ 保守点検業務 オフィスへの出社率回復

↑ 大型シュレッダ・破砕機 買い替え需要により伸長

↑ ローパーティション
オフィス環境の改善と飛沫飛散低減対策を目的とした
レイアウト変更の動き

シュレッダの
国内一貫生産が
アドバンテージに
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売上高 1,527 百万円 前年同四半期比 10.4%減

営業利益 71 百万円 前年同四半期比 68.5%減
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エネルギー事業

セグメント別のご説明

木質バイオマス発電 プレミアム価格の剥落

太陽光発電 順調に推移

（単位：百万円）
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その他事業

セグメント別のご説明

売上高 63 百万円 前年同四半期比 34.0%減

営業損失 41 百万円 前年同四半期営業損失 36 百万円
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（単位：百万円）
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2021年3月期 2022年3月期 前年同期比較増減

流動資産 28,315 30,199 1,883

現金及び預金 6,467 8,097 1,630

受取手形及び売掛金 11,660 10,864 △ 796

商品及び製品 5,572 5,993 420

原材料及び貯蔵品 1,510 1,637 127

固定資産 28,797 28,025 △ 772

有形固定資産 22,910 22,290 △ 619

建物及び構築物 7,592 7,323 △ 268

機械装置及び運搬具 5,034 4,508 △ 526

土地 10,042 9,863 △ 178

建設仮勘定 28 428 400

無形固定資産 759 651 △ 107

投資その他の資産 5,128 5,083 △ 44

投資有価証券 2,876 2,729 △ 146

資産合計 57,113 58,225 1,111

資産の部
（単位：百万円）

連結貸借対照表
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2021年3月期 2022年3月期 前年同期比較増減

負債 29,067 29,720 653

流動負債 17,373 19,139 1,765

支払手形及び買掛金 5,908 5,352 △ 556

短期借入金 4,753 6,855 2,102

固定負債 11,693 10,581 △ 1,111

長期借入金 7,697 6,654 △ 1,042

純資産 28,046 28,504 458

株主資本 24,863 25,858 995

資本剰余金 8,761 8,515 △ 245

利益余剰金 10,965 11,399 433

その他の包括利益累計額 957 1,003 45

非支配株主持分 2,225 1,642 △ 582

負債・純資産合計 57,113 58,225 1,111

連結貸借対照表

負債・純資産の部
（単位：百万円）
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配当の状況・連結業績予想

売上高 営業利益 経常利益
親会社に帰属する

当期純利益

2022年3月期
実績

63,118 △0.8％ 1,818 △28.7％ 2,336 △22.7％ 1,018 △34.4％

2023年3月期
予想※

65,000 3.0％ 2,550 40.2％ 3,000 28.4％ 1,700 66.9％

連結業績予想

1Q 2Q 3Q 期末 合計

2021年3月期 - 10円 - 12円 22円

2022年3月期 - 10円 - 12円 22円

配当の状況

（単位：百万円）

※ 2022年5月6日「業績予想の修正に関するお知らせ」にて業績予想の修正を行っております。
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コア・コンセプト 2021年11月策定

「生命関連産業」の
リーディングカンパニー

ナカバヤシグループは中期経営計画 を手段として
「生命関連産業」のリーディングカンパニーを目指します。

「生命関連産業※ 」とは

具体的に次の5つの産業分野を指します。

①健康・医療
②環境

（再生可能エネルギーを含む）
③生活・福祉
④農業
⑤文化

※京都大学の広井良典教授が提唱している概念。

既存事業内容 「生命関連産業」分野

図書館運営・特殊製本・古文書修復・アルバム 文化

ステーショナリー・PC周辺機器・チャイルドシート・ぬいぐるみ・オフィス家
具・BPO・人材派遣・試験運営受託

生活・福祉

電子カルテワゴン・点滴スタンド 健康・医療

木質バイオマス発電・太陽光発電・紙器包材・古紙リサイクル
環境

（再生可能エネルギーを含む）

水耕栽培・にんにく栽培・食品加工 農業

生命関連産業の5つの分野は、当社グループの既存事業に多く該当します。
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